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 （続紙 ２ ）                          
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、科学技術の現状を把握するために、科学計量学を用いて、定量的に評
価することを目的として、研究開発成果を実用化につなげる取り組みを多面的に計
量的な分析を行ったものである。 
研究の目的は３点ある。第一に、２１世紀ＣＯＥプログラムの研究促進効果を実
証的に分析することである。研究費の投入によって、研究パフォーマンスは向上す
るのだろうか。第二に、研究者属性と研究生産性の間の関係を実証的に分析するこ
とである。研究者のキャリアパスを含めた個別属性は、研究パフォーマンスとどの
ように関係しているのだろうか。第三に、日本の生命科学・医学系分野のスター研
究者に見るサイエンス・リンケージを実証的に分析することである。科学と産業界
の関係をどのように計測できるだろうか。どのように関係しているのだろうか。 
本論文の主な功績を挙げると、以下のとおりである。第一に、２１世紀ＣＯＥプ
ログラムによる論文数、被引用数の増加傾向は分野で異なることが分かった。特
に、生命科学分野と医学系分野で効果が高い。今後は、定量的手法とピアレビュー
におけるそれぞれの限界や分野の特性を考慮し、２つの手法を併用する評価方法が
有効であるとされた。 
第二に、学術振興会特別研究員の経験が、論文数と正の関係にあることが分かっ
た。特別研究員に採択される研究者は、元来優秀である可能性と、早期に研究活動
に専念できる環境があることが関係していることが、その背景にあると指摘され
た。 
第三に、学術界での研究のインパクトは、産業界へ与えるインパクトにとって、
正の相関があることが分かった。また、インパクトの強い論文を出すには、研究費
や論文数において、適切な水準が存在することも指摘された。 
以上の通り、本論文は、定量的な指標で研究評価をしていくことが今後必須とな
 ることを、我が国の科学計量学的に初めて明らかにした研究であり、安易に数値を
上げることを目的とした、過度な論文至上主義に陥らないことも指摘している。今
後、我が国の科学技術政策に与える示唆に富んでおり、学術的のみならず、政策的
に見ても、意義のある研究である。 
しかしながら、本論文の分析には残された課題も多い。第一に、研究活動のパフ
ォーマンスを考える上で、インプットとアプトプットの関係がブラックボックス化
しており、その因果的なメカニズム対する考察が求められる。第二に、ＣＯＥに選
ばれた研究者が基礎研究者なのか、応用研究者なのか、その分野はどういったもの
なのか不問に付されたまま、粗い研究である印象を与える箇所がある。第三に、特
許の被引用において、出願者の被引用と審査官の被引用には異なる意味があると思
量されるが、その区別を付けていないので、サイエンス・リンケージの研究として
は不十分である。第四に、近年のミクロ計量経済学の流れにおける、内生性バイア
スのコントロールが不十分な箇所がある。こうした問題的は、将来の研究におい
て、改善されることが期待される。こうした問題点はあるものの、これらは本論文
の価値を損なうものではない。 
よって、本論文は、博士（経済学）の学位論文として価値あるものと認める。
尚、平成２７年７月２８日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、合格と
認めた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
